
ぜひ奉加して下さい！

柵可の迫力ある美しいたたずまいは、日本の自然と人々の地連な労働が
つくり出したものですム

それが最畝異常気象・集軒豪雨や何故か頻発する地震などによっ・で、

崩壊した句、様々をタ付物逢う被害を出し、その無残な姿に衝撃を受けま慨

シンポジウムでは、鼠害や被害の実息を見つめ、どう対応すればいいのヰ＼

柵帝を耕し線けている人々と鼻に考え．、すでに始まっている地域の新たな

始動からも学び、復l日への場合としてゆきたいと思いますム

2。，4年8月1。（金）

会場：三越劇場（日本橋三越本店6階）

資料代：1，000円（会員無料）

主催：棚田学会　後援：農林水産省

協賛：（公財）損保ジャパン環境財団

13：00～　棚田学会賞授賞式典 

14：00～　シンポジウム 

18：00～　懇親会 


